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1. はじめに 
従来のナレッジマネージメントシステムでは、
文章による知識の登録やキーワード入力による知
識の検索など、知識の共有・再利用のために利用
者が通常業務以外の作業を行う必要があり、この
ような負担がシステムの利用を妨げる一因になっ
ている。筆者らは、この問題に対して、利用者に
負担をかけることなく知識の共有・再利用を支援
するWeb 知識共有エージェントシステムの構成法
を提案している[1]。本稿では、この構成法に基
づき、Web を利用して行う業務を支援するための
システムをネットワーク上に実現する方法につい
て述べる。 
 

2. Web知識共有エージェント 
Web 知識共有エージェントは、Web を利用して
業務を遂行している利用者の操作過程を監視し、
その中から共有すべき知識を抽出・蓄積する機能
と、知識を再利用して現在の業務に関連する情報
を提示する機能を備える。本エージェントの基本
構成を図に示す。本エージェントは、４つの基本
機能モジュールで構成される。 

 
図１：システムの基本構成 

Ø 転送系： 利用者の操作過程を傍受し、抽出
系に操作内容を転送するモジュール。 

Ø 抽出系： テンプレートに規定された規則に
従い、操作過程からの知識抽出、および情 
報提供の呼び出しを行うモジュール。 
 
 
 

Ø 蓄積系： エージェント間の共有知識を蓄積、
検索するモジュール。 

Ø 提供系： 共有知識を再利用して、利用状況
に適応した情報を生成するモジュール。 
本エージェントの動作を規定するために、シス
テム運用者は予め以下の情報を設定する； 
Ø テンプレート： 共有知識の抽出法と情報提
供のタイミングおよび提供内容の生成方法を
規定する。抽出系が参照する。 

Ø 共有定義： 共有知識の内容を規定する。蓄
積系が参照する。 

Ø 転送表：要求 URL 別に利用する抽出系を指
定する。転送系が参照する。 
 

3. Webアプリケーションによる実現 
3.1. 機能モジュールの実装 
４つの基本機能モジュールのうち、転送系は
Web プロキシサーバ[2]に抽出系への操作内容転
送機能と転送表による制御機能とを追加すること
により実装している。したがって、Web ブラウザ
に標準で備わっているプロキシ設定を行うだけで
本エージェントの機能を利用することができる。 
他の３つのモジュールは、それぞれWeb アプリ
ケーションサーバ上で動作するサーブレットとし
て実装している。抽出系から蓄積系に共有知識の
蓄積要求を行うときなど各モジュールの連携は、
サーブレットチェーンによって実現できる。また
共有知識データベースは、独立したデータベース
サーバを利用する。 
 

3.2. エージェントの動作設定 
テンプレート 
本実装でのテンプレート例を図２に示した。 
Variable 要素では、テンプレート処理中に一
時的に値を保持しておく変数名を宣言する。
Operation 要素には、url 属性に指定された URL
へのアクセスがあったときに処理する内容を記述
する。Bind 属性が first の時は最初のアクセス
時に処理を実行し、last の時は最後のアクセス
時の内容で処理を実行する。Operation 要素の子
要素には処理ロジックを記述する。現在の実装で
は、４つの処理ロジックを記述できる。Request
処理は、対象URLの中の tag 属性で指定されたパ
ラメータの値（__URL__の時は対象 URL 自体）を
variable 属性に指定された一時変数に保持する。
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Response 処理は、応答ページ内の path 属性
(Xpath で記述)で参照される内容を variable 属
性に指定された一時変数に保持する。Call 処理
は、argument 要素で指定された一時変数の値を
引数として、url 属性で指定された提供系サーブ
レットを呼び出す。Store処理は、argument 要素
で指定された一時変数の値を引数として、url 属
性で指定された蓄積系サーブレットを呼び出す。 

図２：テンプレート 

共有定義 
共有定義では、共有知識データベースのスキー
マ定義および関連情報の生成方法を指定する。 

 
図３：共有定義 

蓄積系は、共有定義が定義されるとデータベー
ス中にdata-column 要素で指定された項目を持つ
schema-def 要素名のテーブルを作成する。一方、
提供系からの知識の検索要求に対しては
relation要素で指定された情報を返す。class 属
性は提供系が関連情報生成のために利用するクラ
スを指定する。xsl 属性は、関連情報をブラウザ

に表示するときのスタイルファイルを指定する。
input, output 要素は、検索時入力項目と出力項
目の指定である。 
 

4. 適用事例 
図２、３は、機器の保守作業において故障診断
結果に対する対処方法をマニュアルから探すとき
の知識共有を行う例を記述したものである。この
例に従い、本システムの動作例を説明する。 
① Web 上の診断アプリケーションにより故障診
断結果を分析した操作に照合。応答ページの
中から対象機種と故障原因を抽出し、一時変
数の値として保持。その２つの値を引数とし
てサーバ agent2 上の提供系を呼び出す。こ
の提供系は既存共有知識を検索し、図３の共
有定義に従い、関連マニュアルのURL と報告
事例を関連情報として利用者のブラウザに表
示する。利用者は、マニュアルを検索するこ
となく、過去に参照されたマニュアルページ
を見ることができる。 
② マニュアル閲覧操作に照合し、報告書が完成
する直前に参照されていたマニュアルページ
のURLを一時変数に保持。 
③ 報告書アプリケーションの完了操作に照合。
入力された結論を一時変数 result に保持。
agent3 上の蓄積系を呼び出し、一時変数の
値を共有知識としてデータベースに蓄積。 
 

5. まとめ 
利用者に負担をかけることなく知識の共有･再
利用を実現するエージェントシステムの実現方法
を提案した。システムは、以下の特徴を持つ。 
Ø 利用者は、Web を通常と同じ方法で利用する
ことにより、知識の共有・再利用が可能。 

Ø 既存のWeb コンテンツやに変更を加えること
なく、知識の共有・再利用機能を追加するこ
とが可能。 
今後の課題には、システム導入・運用の負担を
軽減するためにエージェントの動作設定を簡便化
するGUIツールを開発することがある。 
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<template name="diagnosis"> 
  <variables> 
    <variable name="device" /> 
    <variable name="trouble" /> 
    <variable name="manurl" /> 
    <variable name="result" /> 
  </variables> 
  <operation url="http://server1/diagnosis/result\.do*" bind="last">  ........① 
    <response variable="device"  path="/html/body/*/table/tr[2]/td[1]" /> 
    <response variable="trouble" path="/html/body/*/table/tr[5]/td[1]" /> 
    <call url="http://agent2/generator/servlet/call"> 
      <argument tag="device" variable="device" /> 
      <argument tag="trouble" variable="trouble" /> 
    </call> 
  </operation>   
  <operation url="http://server2/manual/man-.*\.html" bind="last"> .........② 
    <request  variable="manurl" tag="__URL__" /> 
  </operation>   
  <operation url="http://server1/report\.jsp\?.*(result=.+).*" bind="first"> .③ 
    <request  variable="result" tag="result" /> 
    <store url="http://agent3/accumulater/store"  key="trouble"> 
      <argument tag="device" variable="device" /> 
      <argument tag="trouble" variable="trouble" /> 
      <argument tag="manurl" variable="manurl" /> 
      <argument tag="result" variable="result" /> 
    </store> 
  </operation> 
</template> 

<schema-def name="diagnosis">  
  <data-schema name="diagnosis"> 
    <data-column name="device"  type="String" /> 
    <data-column name="trouble" type="String" /> 
    <data-column name="manurl"  type="String" /> 
    <data-column name="result"  type="String" /> 
  </data-schema> 
  <relation xsl="http://agent2/generator/xsl/diagnosis.xsl" 
            classname="agent.DiagnosisResult"> 
    <input  name="device" /> 
    <input  name="truoble" /> 
    <output name="manurl" /> 
    <output name="result" /> 
  </relation> 
</schema-def> 
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